平成24年度版　NEW CROWN　評価事例

外国語表現の能力（読むこと）
プロトタイプＡ-1
単元：
BOOK 3，Lesson1
評価の観点（技能）：
外国語表現の能力（読むこと）
評価規準：
　内容が伝わるようにスピーチ原稿を音読することができる。

評価方法：
【音読テスト】全員の生徒に同じスピーチのモデル文を与え，下読みの時間を与えた後，意味のまとまりを考えて音読させ，その出来を評価する。

留意点

　評価課題のスピーチ英文はp.9，Speak 2 (2)の例文を参考にして新たな英文を作成させる。

または，Speak 3の各自作成したスピーチ原稿の発表の評価と並行して本評価を行うことも可能である。その際には英文の難易度や分量の違いによって，生徒によって公平さを欠くことにならないよう留意する必要がある。

評価基準：A・B・Cの3段階
①②③それぞれABCで評価し，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①発音の正確さ

A：発音上の誤りがほとんどない

B：いくつか発音上の誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである 

C：伝えたい意図が曖昧になるような発音上の誤りがいくるかある

②声の大きさ・感情

A：聞き手に伝わる十分な声量で感情豊かに音読している

B：聞き手が聞き取れる声量で音読している
C：聞き手が聞き取れない声量で音読している

③強勢・リズム・イントネーション

A：強勢・リズム・イントネーション上の誤りがほとんどない

B：いくつか強勢・リズム・イントネーション上の誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである
C：伝えたい意図が曖昧になるような強勢・リズム・イントネーション上の誤りがいくつかある

評価課題：
　次の英文はタケシの「私の好きな言葉」についてのスピーチです。タケシになったつもりで音読しなさい。


Hello, everyone.  Look at this.  These are my favorite words.


“You can do it.”

These words were said by my father before my last tennis match at junior high school.  I 
was very nervous at that time.


My father doesn’t usually talk much, so I was moved by my father’s words.  I was 
encouraged by these words.


















